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10代未満 1件 0.4%
10代 2件 0.8%
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規
患
者
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人
／
日
）

患者 男女比 患者 年代比

江東区内新型コロナウイルス感染症　日別新規患者数
（令和2年6月30日現在）

江東区内新型コロナウイルス感染症患者
（令和2年6月30日現在）

※医療機関から江東区民の陽性者の報告があった日の件数を集計しています。
※東京都が報道発表を行った日とは異なります。
※今後、調査により変動する場合があります。

男性
115件
47.1％

女性
129件
52.9％

20代
25件
10.2%

90代
16件
6.6%

40代
29件
11.9%

60代
28件
11.5%

70代
42件
17.2%

30代
30件
12.3%

50代
37件
15.2%

80代
34件
13.9%

4/28
26件 　

6
月
10
日
か
ら
30
日
ま
で
を
会
期
と
し
て
第
2
回
定
例
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
る
中
、
共
産
党
区

議
団
は
区
民
に
寄
り
添
い
、
暮
ら
し
と
福
祉
・
区
内
業
者
の

　
大
つ
き
議
員
は
、
感
染
拡
大
の
防
止
と
経

済
活
動
の
再
開
に
と
っ
て
、
P
C
R
検
査
数

を
抜
本
的
に
増
や
し
、
感
染
の
全
体
像
を
把

握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
指
摘
。
高
齢
者
・

障
害
者
施
設
の
利
用
者
と
職
員
、
保
育
園
や

学
校
教
職
員
、
妊
産
婦
等
の
P
C
R
検
査
の

ま
し
た
。

　
区
は
、
検
査
に
つ
い
て
「
必
要
な
方
が
受

け
ら
れ
る
支
援
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
」

と
答
弁
。
発
熱
外
来
に
つ
い
て
は
、「
区
独

自
の
設
置
は
困
難
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
感
染
症
病
床
全
体
の
約
9
割
を
都
立
墨
東

病
院
を
は
じ
め
、
公
立
・
公
的
病
院
が
担
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
東
京
都
は
都
立
・

公
社
病
院
を
民
営
化
す
る
計
画
を
進
め
、

政
府
は
公
的
病
院
の
病
床
を
20
万
床
削
減

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
大
つ
き
議
員
は
「
効
率
性
、
経
済
性
優
先

で
は
不
採
算
部
門
の
感
染
症
や
難
病
、
災
害

医
療
を
担
え
な
く
な
る
」
と
指
摘
。
病
床
削

減
、
公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
、
都
立
病

院
の
民
営
化
の
中
止
を
国
・
都
に
求
め
る
よ

う
迫
り
ま
し
た
。

　
区
は
、
公
立
・
公
的
病
院
の
役
割
に
つ
い

て
「
引
き
続
き
期
待
し
て
い
る
」
と
し
な
が

ら
、
統
廃
合
、
民
営
化
に
つ
い
て
「
動
向
を

注
視
」
と
の
答
弁
に
止
ま
り
ま
し
た
。

（
2
面
に
続
く
）

都
立
・
公
社
病
院
の

民
営
化
は
中
止
を

P
C
R
検
査
の
抜
本
的
拡
充

保
健
所
体
制
の
強
化
を
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第2回
定例会

実
施
、
保
健
所
を
通
さ
ず
に
検
査
で
き
る
体

制
構
築
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪

の
流
行
に
備
え
、
医
療
機
関
へ
の
設
備
や
防

護
服
等
の
支
援
、
医
師
会
と
協
力
し
て
江
東

区
の
発
熱
外
来
の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
保
健
師

の
残
業
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保

健
所
の
常
勤
保
健
師
・
医
師
の
増
員
を
求
め

新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

さ
ら
な
る
施
策
の
拡
充
を
!!

営
業
守
る
施
策
の
拡
充
を
求
め
論
戦
を
展
開
。
本
会
議
で
は
、

大
つ
き
か
お
り
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
長
か
ら
補
正
予
算
な
ど
24
件
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、
日
本
共
産
党
は
21
件
に
賛
成
、
3
件
に
反
対
し
ま
し
た
。
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中
の
昼
食
費
補
助
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
の
育
休
延
長
に
か
か
わ

る
復
職
証
明
書
の
提
出
期
限
の
さ
ら
な
る

延
長
、
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
感
染
症
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
小
中
学
校
の
長
期
休
校
に
よ

る
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
手
厚
い
教
育

と
感
染
症
対
策
の
た
め
に
、
教
員
を
大
幅

に
増
員
し
、
少
人
数
教
育
を
実
施
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　

区
は
、
就
学
援
助
は
「（
コ
ロ
ナ
で
）

収
入
が
減
少
し
た
世
帯
も
認
定
」「
休
校

中
の
給
食
費
分
も
支
給
」、
育
休
延
長
は

「
動
向
を
注
視
し
て
判
断
」
と
答
弁
。

　
学
習
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
「
夏
休
み
等

の
短
縮
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
よ
る
補

完
、
行
事
の
精
選

等
は
必
要
」、「
小

1
支
援
員
や
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
強
化
講

師
を
少
人
数
指
導

や
補
習
等
に
活
用

す
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　
共
産
党
区
議
団
は
こ
の
間
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
区
内
の
皆
さ

ん
か
ら
声
を
伺
い
、
区
長
へ
の
申
し

入
れ
や
議
会
で
の
質
問
で
提
案
し
、

次
の
項
目
を
実
現
し
ま
し
た
。

◦
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置

◦
保
健
師
の
増
員

◦
マ
ス
ク
や
防
護
服
の
確
保

◦
コ
ロ
ナ
軽
症
者
に

　
「
自
宅
療
養
セ
ッ
ト
」
支
給

◦
コ
ロ
ナ
対
応
の
相
談
窓
口
拡
充

◦
区
内
業
者
へ
の
家
賃
助
成

◦
緊
急
融
資
の
拡
充

◦
介
護
・
障
害
者
施
設
に
助
成

◦
学
校
休
校
中
の
給
食
費
を
支
給

◦
就
学
援
助
の
対
象
拡
大

◦
育
休
取
得
者
の
保
育
園
へ
の

　

復
職
証
明
書
提
出
期
限
の
延
長

◦
区
職
員
の
特
殊
勤
務
（
危
険
）

　

手
当
て
の
増
額

　
正
保
議
員
は
、
補
正
予
算
審
議

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と

し
て
、中
小
業
者
に
対
す
る
店
舗・

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
っ
て
、
区
内
の
介

護
・
障
害
者
福
祉
の
現
場
は
深
刻

（
1
面
続
き
）　

　
大
つ
き
議
員
は
、
区
内
経
済
と
区
民
の

暮
ら
し
は
深
刻
で
、
さ
ら
な
る
支
援
が
必

要
と
指
摘
。
新
型
コ
ロ
ナ
特
別
融
資
を
無

利
子
と
し
返
済
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
、

区民に寄り添い支援の強化を

コ
ロ
ナ
対
策
で
実
現
！

既
存
融
資
の
利
子
補
助
の
拡
大
、
借
り
換

え
融
資
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
店
舗
・
事
務
所
へ
の
区
の
家
賃

補
助
は
、
機
械
の
リ
ー
ス
料
や
業
務
車
両

の
駐
車
場
代
な
ど
の
固
定
費
も
対
象
に
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
区
は
「
既
存
融
資
の
利
子
補
助
の
引
き

上
げ
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
」、

固
定
費
へ
の
補
助
は
「
国
の
持
続
化
給
付

金
の
活
用
を
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
介
護・障
害
者
施
設
な
ど
福
祉
施
設
も
、

利
用
自
粛
で
収
入
が
大
幅
に
減
り
、
苦
境

に
陥
っ
て
い
ま
す
。
大
つ
き
議
員
は
、
施

設
に
対
す
る
区
の
補
助
で
は
不
十
分
と
指

摘
。
減
収
分
へ
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

 
大
つ
き
か
お
り
議
員

　
ま
た
、
通
所
の
代
替
措
置
で
あ
る
電
話

で
の
安
否
確
認
等
の
利
用
者
の
自
己
負
担

分
へ
の
補
助
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
入
所
施

設
で
集
団
感
染
が
発
生
し
た
場
合
で
も
事

業
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
区
と
し
て
支
援

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
区
は
、
減
収
分
の
補
助
に
つ
い
て
「
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
」、
集
団
感
染

し
た
場
合
の
支
援
に
つ
い
て
「
今
後
早
急

に
介
護
事
業
者
団
体
と
協
議
し
、
区
の
役

割
を
整
理
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
大
つ
き
議
員
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
経

済
的
支
援
と
し
て
、
児
童
育
成
手
当
の
増

額
、
就
学
援
助
の
対
象
拡
大
、
休
校
期
間

　
大
つ
き
議
員
は
、
本
会
議
代
表

質
問
の
中
で
、
就
学
援
助
の
給
食

費
補
助
に
つ
い
て
、
臨
時
休
校
中

の
給
食
費
相
当
額
を
支
給
す
る
こ

と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

家
計
収
入
が
減
少
し
た
場
合
、「
直

近
の
収
入
」
に
よ
る
速
や
か
な
認

定
を
求
め
ま
し
た
。

　
6
月
30
日
の
補
正
予
算
審
査
で

は
、
正
保
議
員
が
明
確
な
答
弁
を

求
め
た
の
に
対
し
、
教
育
委
員
会

は
「
臨
時
休
校
中
の
４
、
5
月
は

給
食
が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
み
な

し
、
該
当
者
に
８
月
末
ま
で
に
振

り
込
む
」。
就
学
援
助
の
認
定
に

つ
い
て
「
直
近
の
収
入
で
判
断
す

介
護
・
障
害
者
施
設
の
減
収
分
に
補
助
を

 

正
保
み
き
お
議
員

 

赤
羽
目
た
み
お
議
員

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

減
収
に
補
助
を

リ
ー
ス
料・駐
車
場
代
な
ど

固
定
費
に
も
補
助
を

経
済
的
支
援
の
強
化
、

教
員
の
増
で
少
人
数
教
育
を

事
務
所
等
の
区
独
自
の
家
賃
給
付

金
（
一
律
30
万
円
）
に
つ
い
て
、

対
象
要
件
が
厳
し
く
、
利
用
で
き

な
い
方
が
多
い
と
し
て
改
善
を
求

め
ま
し
た
。

　
砂
町
銀
座
商
店
街
で
は
、
店
舗

の
賃
料
を
支
払
っ
て
い
て
も
、
事

業
主
の
住
所
が
区
外
で
あ
っ
た

り
、
店
舗
と
住
居
が
兼
用
だ
っ
た

り
し
て
、
給
付
の
対
象
外
と
な
る

方
が
多
く
、
1
階
を
店
舗
、
2
階

を
住
居
と
し
て
40
年
間
商
売
を
続

で
す
。
赤
羽
目
議
員
は
補
正
予
算

審
議
で
、
リ
ハ
ビ
リ
を
主
と
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
「
事
業
所

全
体
で
は
約
7
0
0
万
円
も
収
入

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
障

害
者
福
祉
の
現
場
か
ら
は
「
利

用
者
が
半
数
ほ
ど
の
た
め
、
約

1
0
0
万
円
の
減
収
に
な
り
、

つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」
と
不
安
の
声
を
紹
介
。

　
「
補
正
予
算
を
組
ん
で
介
護
・

障
害
者
福
祉
施
設
に
対
し
最
大

け
賃
料
を
支
払
っ
て
い
る
揚
げ
物

屋
さ
ん
の
「
江
東
区
に
税
金
を

払
っ
て
い
る
の
に
な
ぜ
支
援
の
対

象
外
な
の
か
、
納
得
が
い
か
な

い
」
と
の
声
を
紹
介
。
現
に
家
賃

を
払
っ
て
営
業
し
て
い
る
中
小
業

者
が
利
用
で
き
る
よ
う
対
象
要
件

の
緩
和
を
求
め
ま
し
た
。

　
区
は
「
制
度
設
計
を
見
直
す
考

え
は
な
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
対
象
の
拡
充
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

50
万
円
の
補
助
を
行
っ
た
が
1
回

限
り
で
は
不
十
分
。
減
収
分
に
補

助
を
行
う
な
ど
さ
ら
な
る
支
援
を

行
う
べ
き
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
区
は
「
国
や
都
の
新
た
な
支
援

事
業
も
予
定

さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、

動
向
を
注
視

し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま

し
た
。

　
区
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
最

中
の
3
月
30
日
、
区
民
の
反
対
の
声
を
押

し
切
っ
て
、
区
民
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
使
用
料

の
20
％
値
上
げ
（
10
月
施
行
）
を
、
議
会

の
賛
成
多
数
で
強
行
。
共
産
党
と
市
民
の

声
は
反
対
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
る
公
共
施
設
の
臨
時
休
館
や

使
用
制
限
な
ど
が
行
わ
れ
る
中
、
6
月
議

会
に
は
区
民
か
ら
「
使
用
料
2
割
値
上
げ

の
中
止
・
延
期
」
を
求
め
る
21
件
の
陳
情

が
提
出
さ
れ
、
5
つ
の
委
員
会
で
審
議
。

共
産
党
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
値
上
げ
す

る
の
は
言
語
道
断
」
と
主
張
。
値
上
げ
に

賛
成
し
た
自
民
、
民
政
ク
、
公
明
、
あ
維

未
の
会
派
も
「
延
期
は
可
能
か
」「
一
定

期
間
の
減
免
を
」
な
ど
と
発
言
。

　

大
塚
善
彦

副
区
長
は

「（
値
上
げ
は

変
更
で
き
な

い
が
）
運
用

面
で
検
討
し

た
い
」
と
答

弁
。
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
で

区
民
の
声
が

区
政
を
動
か

し
て
い
ま
す
。

る
」、「
前
年
度
所
得
で
『
非
該
当
』

で
あ
っ
た
方
に
も
（
再
申
請
を
）

周
知
す
る
」
と
答
弁
。

　
今
後
の
申
請
数
増
加
に
つ
い
て

は
、
提
出
期
限
の
８
月
末
の
状
況

を
見
た
上
で
、
補
正
予
算
を
検
討

す
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

中
小
業
者
へ
の
家
賃
給
付
金
　
対
象
要
件
の
緩
和
を

新型コロナの影響で収入減の場合
「前年度所得」でなく「直近の収入」で判断へ

就学
援助

「
施
設
使
用
料
の
値
上
げ
中
止・延
期
を
」 

21
件
の
陳
情

くらし 福 祉 営 業 子育て 教 育

江東区文化センター
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9
月
15
　
請
願
陳
情
締
切
日

　
　
25
　
本
会
議

　
　
28
　
本
会
議

　
　
30
　
2
0
2
0
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

10
月
1
　

　
　

8
　
企
画
総
務
委
員
会

　
　

9
　
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
建
設
委
員
会

　
　
13
　
区
民
環
境
委
員
会

　
　
　
　
文
教
委
員
会

　
　
14
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
15
　
清
掃
港
湾
・
臨
海
部
対
策
特
別
委
委
員
会

　
　
16
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
別
委
員
会

　
　
19
　
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
・
交
通
対
策
特
別
委
員
会

　
　
20
　
高
齢
者
支
援
・
介
護
保
険
制
度
特
別
委
員
会

　
　
23
　
本
会
議

医療と検査体制の抜本的強化
介護施設の支援体制構築を

　
江
東
区
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
北
砂
ホ
ー
ム
」（
定
員
1
0
0
人
）

で
は
、4
月
に
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。

入
居
者
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者

44
人
、職
員
7
人
の
51
人
が
感
染
し
、

入
居
者
5
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
4
月
15
日
、
入
居
者
の
1
人
が
発

熱
。
そ
の
後
、
同
じ
フ
ロ
ア
の
人
が

次
々
に
発
熱
し
、「
集
団
感
染
」
が

疑
わ
れ
た
た
め
、
P
C
R
検
査
を
実

施
。9
人
の
陽
性
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
明
ら
か
に

な
っ
た
時
、運
営
法
人
の
理
事
長
は
、

施
設
に
残
っ
て
い
た
入
居
者
81
人
と

職
員
99
人
、
合
わ
せ
て
1
8
0
人
全

員
の
P
C
R
検
査
の
実
施
を
決
断
し

ま
し
た
。

　
区
が
行
政
検
査
を
実
施
す
る
に
は

誰
が
濃
厚
接
触
者
か
調
査
を
し
た
上

で
判
断
を
し
て
お
り
、
さ
ら
に
当
時

は
、
濃
厚
接
触
者
と
判
断
さ
れ
て
も

P
C
R
検
査
は
行
わ
れ
ず
、
ま
ず
は

自
宅
待
機
で
、
症
状
が
出
れ
ば
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
症
状
が
な
く
て
も
濃
厚

接
触
者
も
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
大
つ
き
議
員
が
補
正
予
算
審
議

で
、「
施
設
内
で
感
染
者
が
発
生
し

た
場
合
は
、
全
員
の
検
査
を
実
施
す

べ
き
」
と
求
め
た
の
に
対
し
、
区
は

「
自
動
的
に
全
員
検
査
と
は
な
ら
な

い
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　
北
砂
ホ
ー
ム
で
は
、
介
護
職
員
の

多
く
が
濃
厚
接
触
者
と
な
り
、
45
人

の
介
護
職
の
う
ち
6
人
し
か
出
勤
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
系
列
施
設
か

ら
の
応
援
を
受
け
、
介
護
を
続
け
ら

れ
ま
し
た
が
、
小
さ
な
事
業
所
で
は

介
護
崩
壊
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

大
つ
き
議
員
は
、「
介
護
の
現
場

で
は
日
頃
か
ら
人
手
不
足
が
深
刻
」

「
集
団
感
染
発
生
時
の
支
援
体
制
を

早
急
に
作
る
べ
き
」と
求
め
ま
し
た
。

P
C
R
検
査
の
徹
底
で

感
染
拡
大
防
止
を

集
団
感
染
発
生
時
の

支
援
体
制
の
構
築
を

議会日程（予定）

●第2回定例会の主な議案に対する各会派等の態度
　
区
は「
一
定
の
支
援
が
必
要
」「
介

護
事
業
者
団
体
と
協
議
し
、
事
業
者

と
区
の
役
割
を
整
理
す
る
」
と
答
弁

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
医
療
と
検
査

体
制
の
抜
本
強
化
を
提
言
。
医
療

や
介
護
・
福
祉
従
事
者
と
入
患
者
・

入
所
者
へ
P
C
R
検
査
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
や
、
感
染
拡
大
に
よ

る
医
療
機
関

や
介
護
施
設

の
減
収
を
補

償
す
る
国
の

財
政
支
援
強

化
を
求
め
て

い
ま
す
。

議案 共
産

自
民

民
政
ク（
※
）

公
明

あ
維
未（
※
）

無所属

市
民

無
所
属

ネ
ッ
ト

自
由
会

新型コロナウイルス対策の
ための補正予算（第4号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

マイナンバーの利用を
拡大する条例改定

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

奨学金貸付金の返還
請求に関する民事訴訟
の提起

× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

災害弔慰金の支給等
に関する条例改定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

江東区職員の特殊勤
務（危険）手当を引き上
げる条例改定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

婚姻歴にかかわらず、ひ
とり親家庭に寡婦（夫）
控除を適用する区税条
例の改定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※民政クラブ…立憲民主党、国民民主党、無所属の議員が所属
※あ維未…あたらしい党・維新の党・未来会議の議員が所属

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

北砂ホームの教訓いかし

特別養護老人ホーム「北砂ホーム」=北砂6丁目

7〜

2
0
1
9
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会




